
  

平 成 2 5 年 度 事 業 報 告 

 

平成 25 年 4 月 1 日 から 

平成 26 年 3 月 31 日まで 

 

当一般財団法人は、産業廃棄物の適正な処理その他廃棄物に関する各種事業を行うこ

とにより、県民の生活環境の保全と公衆衛生の向上に寄与することを目的に設立（平成

3 年 11 月 11 日）された法人であり、県民に信頼される廃棄物処理センターとして廃棄

物の受入れを推進し、関係法令等を遵守した適正な処理を行うとともに、廃棄物の適正

処理に関する情報の発信や啓発事業に取り組み、県民の快適な生活環境の向上に努めた。 

 

１ 廃棄物処理事業 

(1) 適正な廃棄物処理・管理の推進 

平成 25 年度は、受入れ日数が 241 日で受入量は 82,713 トン(前年度比較 14,420

ﾄﾝ減)、１日平均受入量では 343.21 トン(前年度比較 59.84 ﾄﾝ減)となり、受入量は

前年度比 14.8％の減少（焼却対象廃棄物 10.3％増、埋立対象廃棄物 17.1％減）と

なった。 

平成 25 年度受入計画との比較では、21.6％の増となっている。これは、東日本大

震災により沿岸地域で発生した災害廃棄物の無機性汚泥等の受入量が当初見込量を

大幅に上回ったことによるものである。 

なお、放射性物質が検出された廃棄物の受入れに当たっては、焼却対象廃棄物は

800 ベクレル／㎏以下、埋立対象廃棄物は 8,000 ベクレル／㎏以下のものを受入れ

たほか、場内の空間放射線量及び放射能濃度（排ガス、排水、自家焼却灰等）につ

いても定期的に計量証明機関に委託し測定を行った。 

 

(2) 第Ⅱ期水処理施設調整槽クラック補修工事の実施 

   第Ⅱ期水処理施設の調整槽の壁面にクラックが生じていたことから、適正な水槽

機能を維持するため、平成 25 年 7 月に補修工事を実施した（事業費 ３，７６２千

円（税込み））。 

 

(3) 鉛が埋立基準を超過した廃棄物の撤去 

   いわて県北クリーン㈱が平成 25 年 5 月 7 日から 6 月 27 日に搬入した埋立基準超

過（鉛）の廃棄物（１９３ｔ）については、同年 9 月 5 日までには全て返却した。

作業等に伴い負担した費用（１，８１１千円）については、廃棄物撤去に伴う払戻

金等で相殺することとして平成 26 年 3 月 24 日に合意書を取り交わした。 

 

(4) 環境保全の推進 

環境・水質調査の実施による環境影響評価の継続的監視を行った。排ガス、排水

等の測定結果は、いずれも地元市と締結している環境保全協定値を超えることはな

かった。 

 

 

 



  

 

 

 

 

(5) 安全キャンペーンの実施 

廃棄物の荷降ろし時の安全対策等を周知徹底するため、いわてクリーンセンター

及び施設管理運営委託業者の職員合同で収集運搬業者等に対し、啓発チラシの配布

及び説明を行った（1 回目：平成 25 年 7 月 8 日～12 日／2 回目：同年 10 月 21 日～

25 日）。 

 

２ 廃棄物の適正処理及びリサイクルの普及啓発事業 

(1) 事業者等に対する普及啓発 

事業者等からの廃棄物処理相談等の機会をとらえ、処理方法の助言やリサイクル

事業の取組事例等の紹介を行うなど、普及啓発に取り組んだ。 

 

(2) 電子マニフェストの普及 

電子マニフェスト普及のため、広報ポスターの掲出等に取り組んだ（平成 25 年

度電子マニフェスト利用件数 5,769 件）。 

 

(3) 視察者等に対する啓発 

県内外からの視察者（平成 25 年度 390 名）等に対し、施設案内やＤＶＤ（施設紹

介）、パネル（廃棄物の定義と種類、リサイクル事業例等）、廃棄物サンプル等を使

用して、最終処分場の現状や不法投棄の防止、リサイクルの促進など、環境保全へ

の意識啓発に取り組んだ。 

また、隣接する余熱利用施設「えさしクリーンパーク」内に余熱利用に関するパ

ネルの常設展示を行い、廃棄物処理事業に対する県民（利用者）の理解促進に取り

組んだ。 

 

(4) 情報公開 

ホームページ内容を毎月 1 回以上更新し、最終処分場等施設や環境測定結果等に

関する最新情報を提供した（平成 25 年度閲覧件数 13,856 件）。 

（主な掲載項目） 

・ 事業団概要、施設概要、利用案内、施設見学案内、種類毎の受入基準 

・ 搬入予約、処理料金、事業計画及び収支予算、事業報告及び決算 

・ 環境測定結果、廃棄物一口メモ、廃棄物処理Ｑ＆Ａ等 

 

３ 自然環境保全等事業 

(1) 周辺環境美化活動 

いわてクリーンセンター及び施設管理運営委託業者の職員合同でセンター周辺

道路の環境美化活動「クリーン作戦」を年 2 回行った（1 回目：平成 25 年 4 月 9 日

／2 回目：同年 10 月 7 日）。 

 

 

 



  

 

 

 

 

(2) 希少植物保全事業 

ビオトープに移植した希少植物の生育状況を定期的に観察・調査し、必要に応じ

て専門家の意見を参考に保全を図った。 

   また、児童等を対象に希少植物観察会を開催し、希少植物の保護や自然環境保全

の意識の高揚を図った（平成 25 年 8 月 3 日 児童 35 名、保護者等 29 名）。 

 

４ 管理業務等 

(1) 理事会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評議員会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催月日 会 議 名 開催場所 会 議 議 案 

平成 25 年 
4 月 1 日 

第 7 回理事会 (決議の省略) １ 理事長の選定 

平成 25 年 
5 月 16 日 

第 8 回理事会 岩手県水産会
館 

１ 平成 24 年度事業報告の承認 
２ 平成 24 年度決算の承認 
３ 平成 24 年度公益目的支出計
画実施報告書の承認 

４ 評議員候補者の選任 
５ 一般財団法人クリーンいわ
て事業団定時評議員会の開催 

６ 平成 25 年度県出資等法人運
営評価の承認 

平成 25 年 
7 月 31 日 

第 9 回理事会 岩手県水産会
館 

（報告事項：職務執行状況の報
告） 

平成 25 年 
11 月 6 日 

第 10 回理事会 岩手県産業会
館 

（報告事項：職務執行状況の報
告） 

平成 26 年 
1 月 16 日 

第 11 回理事会 岩手県水産会
館 

（報告事項：職務執行状況の報
告） 

平成 26 年 
3 月 18 日 

第 12 回理事会 岩手県水産会
館 

１ 平成 25 年度収支補正予算 
２ 中期経営計画（平成 24 年度
～平成 26 年度）の見直し 

３ 平成 26 年度事業計画及び収
支予算 

４ 第 4 回一般財団法人クリー
ンいわて事業団臨時評議員会
の開催 

開催月日 会 議 名 開催場所 会 議 議 案 

平成 25 年 
5 月 31 日 

第 2 回 
定時評議員会 

岩手県産業会
館 

１ 平成 24 年度決算の承認 
２ 評議員の選任 

平成 26 年 
3 月 28 日 

第 4 回 
臨時評議員会 

岩手県産業会
館 

１ 中期経営計画（平成 24 年度
～平成 26 年度）の見直し 

２ 平成 26 年度事業計画及び収
支予算 


